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別
府
史
談
会
創
立
三
十
周
年
記
念
講
演

「
近
世
大
分
の
風
呂
と
温
泉
」

豊
　
田
　
寛
　
三

（
前
別
府
大
学
学
長
）

　

平
成
二
十
八
年
五
月
八
日
、
本
会
の
創
立
三
十
年
記
念
大
会
を
「
別

府
亀
の
井
ホ
テ
ル
」
に
て
挙
行
し
ま
し
た
。
大
会
に
当
た
り
、
元
別
府

大
学
学
長
豊
田
寛
三
先
生
に
「
近
世
大
分
の
風
呂
と
温
泉
」
と
い
う
演

題
で
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
に
は
本
県
近
代
史
の

第
一
人
者
と
し
て
の
ご
観
点
か
ら
、
貝
原
益
軒
の
『
豊
後
紀
行
』、
古

川
古
松
軒
の
『
西
遊
雑
記
』
な
ど
豊
富
な
史
料
を
駆
使
さ
れ
、
別
府
・

湯
平
・
由
布
院
・
長
湯
な
ど
本
県
の
主
要
な
温
泉
地
に
つ
い
て
の
歴
史

や
風
俗
を
ご
講
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
幕
末
の
日
田
西
国
筋
代

官
所
の
役
人
が
記
し
た
「
手
控
」
や
中
条
唯
七
郎
の
『
九
州
道
中
日
記
』

の
記
録
は
、
大
会
参
加
者
が
は
じ
め
て
見
聞
き
す
る
史
料
で
、
十
九
世

紀
の
別
府
や
長
湯
の
具
体
的
な
風
俗
が
窺
わ
れ
、
皆
さ
ん
大
変
興
味
深

く
お
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
内
容
の
ま
こ
と
に
濃
い
ご
講
演

で
、
一
時
間
の
講
演
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
三
十
周
年
記
念
に
相
応
し
い
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
豊
田
先
生

に
は
、
本
誌
を
借
り
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
折
の
史
料
（
上
述
の
「
手
控
」）
の
一
部
を
、
豊
田
先
生
の
お

許
し
を
い
た
だ
き
、
左
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会
講
演
要
旨
・
資
料

日田西国筋郡代役人の手控（一部）


